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独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構 エネルギー事業本部

令和6年度先進的CCS事業の概要および進捗状況
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貯留先

⚫国内：5案件 アジア大洋州：4案件

輸送方法

⚫パイプライン輸送：3案件

⚫船舶輸送 ：6案件

➢国内輸送 ：2案件

➢越境輸送※ ：4案件

※越境輸送にはハブ&クラスターの国内輸送構想

も含む

2030年までのCCS事業開始を目指した、横展開可能なビジネスモデルを確立するために模範となる先進性のあ

るプロジェクトに対し、CO2の分離・回収から輸送、貯留までのバリューチェーン全体を一体的に支援。

令和5年度に開始し、令和6年度までに事業性調査（FS）／基本設計作業（FEED）の一部を実施。
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令和6年度までの先進的CCS事業で抽出された主な課題

3

分離回収

◼ 敷地の確保

◼ 既存設備の配置変更

◼ 既存設備改造と追加機器

のコスト

◼ 電力・水・熱の追加確保

◼ 複数排出源の集約に関する

検討不足

液化／一時貯蔵

◼ 敷地の確保

◼ 一時貯蔵タンク調達コスト

◼ 排出源個別の設備設置によ

る液化工程の分散

◼ 総輸送コストに占める操業

費（OPEX）の高さ（液化

工程）

パイプライン輸送

◼ 低温環境での氷状の生成物によるパイプラインの閉塞

◼ 初期計画のパイプライン径に依存する最大輸送量の制約

◼ 総輸送コストに占める初期設備投資（CAPEX）の高さ
貯留

◼ データが限定されていることに

よる貯留能力（貯留量、圧

入性、封じ込め能力）の不

確実性

◼ 貯留量増加のために排出さ

れる地層水の処理

共通

◼ 他の脱炭素手段との比較におけるコスト競争力の確保 ◼ 納期と工事期間の長期化

船舶輸送

◼ 複数排出源受け入れに伴う

CO2不純物の複雑化

◼ 貨物タンク・輸送船の調達コ

スト

◼ 総輸送コストに占める操業

費（OPEX）の高さ（船舶

運航費）



独立行政法人エネルギー・金属鉱物資源機構 エネルギー事業本部

今後の先進的CCS事業の推進に向けて
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• 先進的CCS事業の立ち上げと自立化には、これまでの先進的CCS事業で示唆された課題の克服とコスト低減を目指すことが

必要。特に、輸送方式（パイプライン／船舶）の違いは、コスト構造（CAPEX/OPEX比）に大きく影響し、それぞれに異な

る課題を抱えている。

• パイプライン案件は、初期設備投資の割合が高く、また、バリューチェーン固定化によるクロスチェーンリスクが大きいため、エリア

規模でのCO2排出源の多元化・集約等でスケールメリットを活かしつつリスク分担することが肝要。一方、船舶輸送案件は、

液化や船舶輸送等の操業費の効率化のため、排出源や液化工程の集約を行い、ハブ＆クラスター型の大規模CO2輸送バ

リューチェーン構築を期待。

• 今後、船舶輸送案件を推進するために、LCO2船舶輸送バリューチェーン共通化協議会の取組みを継続し、仕様の共通化に

よる互換性と共同利用の可能性を追求。

➢ 共通船型の採用により、輸送効率向上に向けた仕組みを検討することで、隻数最適化の検討が可能。なお独占禁止

法における寡占について留意する必要はあるか。

※ハブ&クラスター
複数のCO2排出源からハブとなる拠点にCO2を集めた上で輸送し、

貯留する効率的なサプライチェーンの形態

船舶輸送を用いたハブ&クラスターのイメージ
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